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第１ 事業の概要 
 平成３０年度は、一般財団法人としての６年目であり、継続事業として「日本学の総合

研究・普及」、「日本学に関する講演会・講習会の開催」、「曰本学に関する雑誌・図書の刊

行」の３事業を実施し、当協会の目的である学術文化の発展に寄与すべく尽力したところ

である。 
 
第２ 事業の実施状況 
１ 日本学の総合研究・普及(継続事業１) 

本事業は、広範かつ多岐にわたる日本学の総合研究を研究者の個人研究、共同研究 
あるいは研究会を通じて行うとともに、その普及を図るものである。 

 
（１）研究及び研究会 
   研究者は、大学教授、高校教諭、評論家などの本会の研究員をはじめ、本会の趣

旨に賛同する研究者であるが、専任研究員として委嘱した１４名については、「協会

創立６０周年記念事業実施計画」で指定した研究項目の研究を引続き行ったところ

である。 
研究会については、各地方（水戸、伊勢、岐阜、名古屋等）において地域の特性

に応じた定例研究会を行った。 
 
（２）公開研究会 
   平成２３年度から実施している公開研究会は、平成２９年度に引き続き「日本学

講座」を実施した。 
「日本学講座」は、「日本の発展に尽くした人々」及び「歴史上の重要な事案」を

テーマに、下記の通り４氏が、それぞれの演題について発表を行った。 
日 時 発表者 演 題 
第９回

H30.6.30(土) 
14：00～16：00 

皇學館大学教授 
菅野覚明 

「神道と武士道」 

第 10回
H30.10.27(土) 
14：00～16：00 

二宮総本家当主 
二 宮 康 裕 「二宮金次郎 いま､決断の時」 

第１１回
H31.3.2(土) 

14：00～16：00 

空の神兵」顕彰会会長 
  奥本康大   
ジャーナリスト、俳優 

葛城奈海 

「大東亜戦争 失われた真実」 
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（３）研究成果の普及 
研究成果の論文等は、学術誌『藝林』と機関誌『日本』に発表した。 
以上の研究事業の概要は、下記のとおりである。 
研究者の学会発表回数：１１編 『藝林』発表論文 
研究者の論文発表回数：６０編 『日本』発表論文 
定例研究会 開催数３８回 参加者：約３６４名  
公開研究会 開催数 ３回 参加者： ２３６名 

 
２ 日本学に関する講演会・講習会の開催(継続事業２) 
   本事業は、日本学普及のために行っている講演会、藝林会学術研究大会、講習会の 

事業である。 
（１）講演会 

    平成３０年度は、東京講演会（第１５回）を平成３０年１１月１７日(土)、靖国会

館において、「安倍三選後の日本外交の舵取り」と題して（講 師 元外交官 村上 政
俊）、また大阪講演会（第１６回）は同年１０月７日(日)、国民会館において「明治

維新の画期的意義！ －「五ケ条の御誓文」と「新日本の建設詔書」」と題して（講

師 京都産業大学名誉教授 所 功）開催した。 
 
（２）藝林会学術研究大会 

藝林会学術研究大会は、毎年テーマを設けて開催し、記念講演、研究発表等を行

っているが、第１２回目となる平成３０年度は、平成３０年９月２日(日)、京都産業

大学 むすびわざ館において「皇位継承の歴史的検証」を主題に、研究発表(「上代の

皇位継承」京都産業大学准教授 久禮旦雄 、「中世の皇位継承」國學院大學助教 齋

藤公太、「近世の皇位継承」京都府立丹後郷土資料館主任 吉野健一 、「近現代の皇

位継承」京都産業大学名誉教授 所 功 )及び相互討論を行った。（発表論文等は、

『藝林』第６８巻第１号に掲載した。） 
 
（３）講習会 
   講習会は、日本学を高校生や大学生、社会人等の青少年に普及するために２泊３

日の合宿形式で実施しているが、平成３０年度も「わが国と日本人のあり方を考え

る」をテーマに平成３０年８月１７日（金）～１９日（日）、奈良・大阪で実施し

た。 

   内容は、大学教授等各界の専門家による講義、講話をはじめ参加者の相互討議や

意見交換、史跡見学等により日本の歴史や先哲について理解が深まるようきめ細か

い指導を実施した。 
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（４）開催結果 
定例講演会（東京・関西） 参加者：１２４名 
藝林会学術研究大会 参加者： ７２名 
講習会 参加者： ６５名 

 
（５）広報活動 

定例講演会、藝林会学術研究大会、講習会の開催は、ホームページを始め、その

都度、新聞(『産経新聞』)及び月刊誌(『正論』)で、会員以外にも広く参加を呼びか

ける広告を実施した。 
 
３ 曰本学に関する雑誌・図書の刊行(継続事業３) 
   本事業は、曰本学に関する研究成果の発表並びに普及を図るため、学術誌『藝林』 

と機関誌『日本』を発行するとともに日本学に関する図書の刊行および出版助成等を

行うものである。 
 

（１）学術誌『藝林』の編集・刊行 
『藝林』は、国民の道義を高揚し日本文化を向上させるため、真摯で自由な学問

的研究を行うことを目的に設立された藝林会の学術誌である。歴史・文学・思想な

どの人文系学問の研究成果を発表する場として、会員のみならず広く一般から寄稿

された論文を掲載している。平成３０年度は、 第６７巻第１・ ２号を刊行した。 
 

（２）機関誌『日本』の編集・刊行 
『曰本』は、広く曰本学を普及するために刊行している月刊誌である。 

執筆者は、評論家、大学教授をはじめ各界の専門家、有識者等で、内容は政治、経

済、歴史、文学など幅広い分野にわたっているが、投稿も掲載している。平成３０

年度は第６８巻第４号～第６９巻第３号を刊行した。 
販売・頒布は、定期購読者以外にも、講演会・講習会や公開研究会で実施したほ

か、有識者への寄贈や学生には購読料を半額とするなどして普及に努めた。 
 

（３）図書の刊行  
   ア、図書は、『平泉澄著作集』の電子化刊行の研究と準備を実施した。 

イ、『「日本」巻頭言集』の刊行準備を実施した。 
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（４）研究成果発表関係刊行物 
   ア 定期刊行物 

名  称 頁  数 発 行 部 数 備  考 
藝 林 １８６頁 ３５０部 年２回刊行 
日 本 ５２頁 ８５０部 年１２回刊行 

 
（５）広報活動 
『藝林』と『曰本』の広報は、年に４回新聞広告（『産経新聞』）等を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


